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本論文は、「A Cross-Cultural Study between Thais and Japanese for Food-Related Industry（食品関連産業におけるタ
イ人と日本人の異文化研究）」と題し、エスニック料理の消費についてタイ人と日本人の文化間の相違点を、（１）
消費者の態度と嗜好、（２）価値観、（３）商品とサービスの主要な属性の３つの視点から調査したもので、以下
の７章から構成されている。

第１章「Introduction（序論）」では、本論文の研究背景と目的について述べている。食品産業を概観し、消費者の
態度と嗜好、価値観、および商品とサービスの主要な属性という３つの視点からエスニック料理を対象とした異文化研
究を行うと言った本論文の目的について説明している。

第２章「Literature review（文献レビュー）」では、まず、異文化研究、価値観、消費者の態度と嗜好、顧客ニー
ズ、顧客満足度、再訪問意向など本論文で使われている概念に関する文献レビューを行っている。また、食品関連産
業の既存研究と概況をタイと日本に分けて説明している。

第３章「Consumer attitudes and preferences toward cross-cultural ready-to-eat (RTE) food（異文化的なRTE食品に対
する消費者の態度と嗜好に関して）」では、消費者の異文化間食物に対する態度と嗜好を探ることを目的として、異
文化間のRTE食品についてタイと日本の消費者を対象に調査し、コンジョイント分析などによる分析を行っている。タイ
と日本の参加者は異文化間のRTE食品の味と鮮度に対して否定的な態度を示し、また、嗜好は異なっていることを明
確にしている。

第４章「Influence of values on dining intention in ethnic restaurants（エスニック料理のレストランにおける食事の意向へ
の価値観の影響）」では、エスニック料理のレストランにおける顧客ニーズ、顧客満足度、再訪問意向への価値観の
影響に関するタイと日本の比較分析であり、タイにおいて日本料理のレストランを利用したことがあるタイの消費者、およ
び日本においてタイ料理のレストランを利用したことがある日本の消費者に対して、価値観、顧客ニーズ、顧客満足
度、再訪問意向の４つを主要な要素として、それぞれの関連およびタイと日本の類似点と相違点を検討している。価
値観を違うグループに分類するために、探索的因子分析（EFA）を利用し、さらに、提案された関係を分析するため
に共分散構造分析（SEM）を利用した。そして、価値観リスト（LOV）の9つの価値を（１）喜び関連の価値観、
（２）個人関連の価値観、（３）社会関連の価値観の３つのグループに分類し、社会関連の価値観が社会的ニー
ズに影響を与え、喜び関連の価値観が経験的ニーズと象徴的ニーズの両方に影響を与え、さらに、個人関連の価値
観は機能的ニーズと象徴的ニーズの両方にプラスの影響を与えていることを提示している。さらに、顧客ニーズは顧客
満足度を通じて、顧客の再訪問意向にさらに影響を与えていることを明らかにしている。

第５章「Influence of key attributes on dining intention in ethnic restaurants(エスニック料理のレストランに影響する主要
属性に関する調査)」では、第４章と同じタイと日本の消費者を対象とした調査であり、レストランの主要属性、顧客満
足度、エスニック料理のレストランにおける再訪問意向の関係を探っている。本研究におけるレストランの主要属性は、
過去の文献レビュー、インタビュー調査、および第３章のいくつかの重要な属性に基づいて作成している。まず、レス
トランの属性を分類するための因子分析を行い、さらにレストランの主要属性、顧客満足度、レストランへの再訪問意向
の関係を共分散構造分析（SEM）によって明らかにしている。タイの場合では、食品とサービス品質が顧客満足度を
通じて、再訪問意向に大きく影響していることが分かり、日本の場合では、ユニークさという属性が顧客満足度を通じ
て、エスニック料理のレストランへの再訪問意向に大きく影響していることを提示している。

第６章「A case study of small hotels and resorts（小規模ホテルやリゾートのケーススタディー）」では、タイの小規模
ホテルやリゾート（１つ星～３つ星）の事例を紹介し、レストランとは異なる別のサービス業界への示唆を与えている。

第７章「Discussion and Conclusion(考察と結論)」では、本研究の内容をまとめるとともに、研究の限界および今後の
研究課題について述べている。具体的にはタイおよび日本の食品関連産業に関する比較研究の結果を総括し、全体
的な要約および学術的な貢献と実務的な貢献を明示している。最後に、将来の研究の方向性について述べている。
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This research aims to investigate the cross-cultural differences between Thais and 
Japanese for ethnic food consumption in three perspectives; (1) attitudes and preferences, 
(2) values and (3) key attributes of product and service. Two case studies; cross-cultural 
ready-to-eat (RTE) food, and ethnic restaurants, were chosen to compare the similarity 
and difference of consumer behaviors between Thais and Japanese. Following the main 
objective, the attitudes and preferences toward cross-cultural RTE food were firstly 
assessed. Secondly, the relationship between values, customer needs, restaurant attributes, 
customer satisfaction and return intention is examined using the case study of ethnic 
restaurants. Besides, the implications from small hotels and resorts were also conducted to
cross-validate the results.

The study revealed that both Thai and Japanese consumers were familiar with 
cross-cultural food (Japanese/Thai food). However, they had negative attitudes toward 
freshness and taste of RTE food, which led them to hardly consume it. Additionally, the 
preferences of Thai and Japanese consumers were found to be different from one another. 
For example, Thai consumers preferred fusion taste and a letter label on a clear container 
lid, whereas Japanese consumers preferred authentic taste and a colorful picture design. 

In another perspective, values positively influenced particular types of customer needs 
that, in turn, influenced return intention passing through customer satisfaction. Regarding 
the values that Thai and Japanese customers hold in daily life, they led to different needs 
to be met when customers dine in Japanese/Thai restaurants. However, similar restaurant 
attributes (unique attributes, and food and service quality attributes) were found to have 
an influence on return intention through customer satisfaction for customers in both 
countries. These findings could be used as a guideline to understand consumer attitudes 
and preferences as well as values and key attributes of products and services so as to 
deliver customer satisfaction and enhance their intention to revisit in the future.
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